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「進行卵巣非漿液性癌における術前化学療法とインターバル腫瘍減量手術療

法の有効性についての全国実態調査研究」に関するお知らせ 

このたび、当院で診察を行った患者さんのカルテを用いた以下の研究を実施いたします。 

本研究は、東海大学医学部臨床研究審査委員会の承認を得て、埼玉医科大学総合医療センター病院

長による許可のもと行うものです。 

本研究では、患者さんに追加でご負担をお願いすることはありませんが、カルテ情報等を使用す

ることに賛成でない場合、あるいはご質問がある場合は、患者さんご自身でもその代理人の方でも

結構ですので、問い合わせ先までお申し出ください。お申し出いただいても不利益になることは一

切ありません。 

 

 

 

１．研究の対象となる方 

2020 年 1 月 1 日から 2022 年 12 月 31 日までの間に、埼玉医科大学総合医療センターにおいて

進行期卵巣癌の治療のため入院、または通院し、診療や手術を受けた方を対象としています。 

２．研究の目的 

日本では卵巣がんの患者さんは増加しており、診断時には約半数の方が進行した状態で見つか

っています。進行卵巣がんの治療には、初回に手術を行い、できる限りがんを取り除いた後に抗が

ん剤治療を行う方法と、先に抗がん剤治療を行ってから手術を行う方法があります。これらはいずれ

も現在行われている標準的な治療法であり、これまでの研究では、治療効果はおおむね同等である

と報告されています。 

しかし、これまでの研究の多くは欧米の患者さんを対象としたものであり、日本人に多いがんの種類

については、十分に検討されていません。日本では、治療に反応しにくいとされるがんの種類が比較

的多いことが知られています。 

本研究は、進行卵巣がんに対して行われているこれら二つの治療法の実態を明らかにし、将来の治

療方針の改善に役立てることを目的とした観察研究です。診療録など、通常の診療で得られた既存

の医療情報を用いて、治療内容や治療経過を後方視的に解析し、がんの種類ごとに治療の有効性

や、再発率、治療が最後まで行えなかった場合の要因について検討します。 

本研究では、新たな検査や治療を追加で行うことはありません。また、研究に使用する情報は、個人

が特定されないよう適切に管理し、研究目的以外に利用することはありません。本研究の成果は、

日本の実情に即した卵巣がん治療の検討に役立ち、今後の医療の質の向上に寄与することが期待

されます。 

３．研究期間 

病院長の許可後～ 2027年 3月 31日 

４．利用または提供の開始予定日 

2026年 6月 10日 

開始予定日以降も研究への利用停止などのお申し出に対応いたします。 

研究の概要について 
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１．試料・情報の内容 

調査内容は以下の通りです。  

調査項目  

①  （治療開始時の）年齢と Performance Status 

②  登録地域（都道府県） 

③  術前化学療法・放射線治療の有無 

④ 進行期分類 (FIGO分類、pTNM分類、ypTNM分類) 

⑤ 病理学的組織診断 

⑥ 治療開始年月日 

⑦ 治療法（初回治療の内容：外科手術と手術術式、薬物療法、放射線療法、維持療法等） 

⑧ 治療後の健否 PDS後、NACT/IDS後の病態 

⑨ 予後（生存、病死、その他の死亡、担癌状態） 

⑩ 最終生存確認年月日 

⑪ 初回再発の有無、再発部位 

⑫ 再発年月日 

⑬ 初回治療：NACT後の病態 

⑭ 初回治療：NACT開始前後の血清 CA125の変化（開始前、開始後１か月後、２か月後、あれば３

か月後の値 U/mL） 

⑮ 初回治療：NACT後の IDSの有無、無であれば IDSが施行されなかった理由 

⑯ 初回維持療法：維持療法の有無、分子標的薬の種類、投与開始日と終了日 

⑰ 各施設ですでに施行された遺伝子プロファイル   

 

※この研究で得られた患者さんの情報は、埼玉医科大学総合医療センターにおいて、研究責任者

である長井智則が、個人が特定できないように加工した上で管理いたします。そのため、患者

さんのプライバシーが侵害される心配はありません。 

２．試料・情報の取得方法 

 これまでに行われた進行期卵巣癌の治療に関する診療記録、臨床検査データ（血液）、診断用画像

（骨盤 MRI、胸腹部部 CT）結果、卵巣病理組織の結果を使用します。新たに行う検査や治療などはありま

せん。 

 

３．試料・情報を利用する者（研究実施機関） 

共同研究機関一覧 

研究代表機関                       

機関名 研究代表者 所属・職名  

東海大学医学部専門診療学系 町田 弘子 産婦人科学 講師  

                                 

研究に用いる試料・情報について 
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研究機関                          

機関名 研究責任者 所属・職名  

日本大学医学部附属板橋病院 川名 敬 産婦人科 部長  

京都大学医学部附属病院 山ノ井 康二 総合周産期母子医療センター 講師   

広島大学病院 山口 建 広島大学大学院医系科学研究科産科婦人科学教授  

近畿大学医学部  松村 謙臣 産科婦人科学教室 主任教授  

湘南鎌倉総合病院 吉田浩 産婦人科 主任部長  

順天堂大学医学部附属浦安病院 氏平 崇文 産婦人科 准教授  

札幌医科大学 齋藤豪 産婦人科学講座 教授  

東京科学大学病院 若菜公雄 周産・女性診療科 講師  

西埼玉中央病院 岩橋 秀樹 産婦人科 医師  

京都府立医科大学附属北部医療センター 山下 優 産婦人科 医長  

東北大学 重田 昌吾 医学系研究科婦人科学分野 准教授  

北海道大学病院 渡利 英道 婦人科 教授  

四国がんセンター 竹原 和宏 婦人科 手術部長  

神奈川県立がんセンター 佐治 晴哉 婦人科 部長  

順天堂大学医学部附属順天堂医院 寺尾 泰久 産婦人科 主任教授  

藤田医科大学岡崎医療センター 鳥居 裕 婦人科 講師  

藤田医科大学医学部 西澤 春紀 産婦人科学講座 教授  

北里大学医学部 加藤一喜 産婦人科学婦人科 教授  

小田原市立病院 丸山康世 産婦人科 科部長  

筑波大学附属病院 佐藤 豊実 産科・婦人科 教授  

横浜市立市民病院 石寺 由美 産婦人科 担当部長  

自治医科大学 高橋詳史 産科婦人科学講座 講師  

済生会長﨑病院 藤下 晃 産婦人科 主任診療部長  

国立がん研究センター 中央病院 石川光也 婦人腫瘍科 科長  

大阪公立大学大学院医学研究科 福田 武史 女性病態医学・准教授  

埼玉医科大学総合医療センター 長井 智則 産婦人科 教授  

横浜労災病院 松永竜也 産婦人科 部長  

三重大学 近藤英司 産科婦人科・教授  

徳島大学 乾 宏彰 産科婦人科・講師  

東京医科大学病院 森田 吉洋 産婦人科 講師  

神奈川県警友会けいゆう病院 荒瀬 透 産婦人科 部長  

名古屋市立大学病院 西川 隆太郎 産科婦人科学 助教  
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山口大学医学部附属病院 末岡幸太郎 産婦人科 准教授  

京都市立病院 小芝明美 産婦人科 部長  

弘前大学大学院医学研究科 水沼 槙人 大館・北秋田地域医療推進学講座 助教  

慶應義塾大学医学部 山上 亘 婦人科・教授  

産業医科大学 栗田 智子 産科婦人科学 准教授  

滋賀医科大学医学部附属病院 米岡 完 女性診療科 助教  

国立病院機構横浜医療センター 最上 多恵 産婦人科部長  

信州大学医学部附属病院 宮本 強 産科婦人科・教授  

大和市立病院 上田 麗子 産婦人科 医長  

さいたま赤十字病院 岡本修平 産婦人科 副部長  

愛知県がんセンター 北見 和久 婦人科部 医長  

岐阜県立多治見病院 森 正彦 産婦人科 腫瘍部長  

山形大学 永瀬 智 医学部産科婦人科学講座・教授  

町田市民病院 駒﨑裕美 産婦人科担当部長・周産期センター長  

宮城県立がんセンター 永井 智之 婦人科 医療部長  

戸田中央総合病院 長嶋武雄 婦人科 部長  

関西ろうさい病院 高田 友美 産婦人科 部長  

金沢医科大学 柴田 健雄 医学部産婦人科学 講師  

帝京大学 長阪一憲 医学部産婦人科学講座 主任教授  

大阪大学大学院医学研究科 清水 亜麻 産科婦人科学教室 助教  

香川大学医学部 田中 圭紀 母子科学講座周産期学婦人科学 助教  

安城更生病院 鈴木崇弘 産婦人科 産婦人科代表部長  

愛媛大学医学部附属病院 森本 明美 産婦人科 助教  

杏林大学医学部付属杉並病院 鈴木 淳 産婦人科 臨床教授  

大阪市立総合医療センター 市村友季 婦人科 部長  

松山赤十字病院 栗原 秀一 産婦人科 部長  

高槻病院 飯塚 徳昭 診療部 産婦人科 医長  

杏林大学医学部 森定 徹   

国立がん研究センター東病院 田部 宏 婦人科 科長  

東京都立多摩総合医療センター 中村 浩敬 産婦人科 医長  

群馬大学大学院医学系研究科 平川 隆史 産科婦人科講座 准教授  

堺市立総合医療センター 木瀨 康人 産婦人科 部長  

岩手医科大学附属病院 馬場 長 産婦人科産婦人科 教授  

鳥取大学医学部 佐藤 慎也 産婦人科 講師  
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がん・感染症センター都立駒込病院 喜納 奈緒 婦人科 部長  

東京女子医科大学病院 本橋 卓 産婦人科 講師  

佐々木研究所附属杏雲堂病院 馬屋原健司 婦人科 部長  

奈良県総合医療センター 谷口真紀子 産婦人科 副部長  

日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二

病院 
坂田 純 産婦人科 医長  

 

４．試料・情報の管理責任者 

 

＜提供元機関＞ 埼玉医科大学総合医療センター 病院長 別宮 好文 

＜提供先機関＞ 東海大学医学部附属病院      病院長 小川 吉明 

５．試料・情報の提供方法等について 

日本産科婦人科学会事務所より研究責任者にダウンロード用の URL が送付されます。その URL から、

研究責任者は登録症例に付与された情報をダウンロードし、受領します。また、ダウンロードには期限お

よび回数の制限が設けられています。データの送信は SSL暗号化通信で行われ、添付ファイルの一時保

存は外部攻撃に備えた高いセキュリティのサーバー上で行われます。  

また、この研究は、多機関共同研究で実施し、主たる機関は東海大学医学部専門診療学系産婦人科学

でデータの解析を行います。共同研究者は、計画立案の支援、方法論・検証を行います。  

収集されるデータには、患者氏名，住所，参加各施設固有の番号（患者 ID 番号等）, 住所などの個人を

特定しうる情報は一切提供されません。 提供される情報は、匿名化された情報（特定の個人を識別する

ことができないもの）に変換して提供するため、特定の患者さんを識別することはありません。 

本研究で得られた情報は、氏名等の情報を削除し、個人が特定できないよう加工して、第三者には個人

が特定できない形で使用します。加工する前の個人情報と研究データを結びつける一覧表（対応表）は厳

重に管理し、研究終了後 5年後もしくは成果発表から 3年後の何れか遅い方に破棄します。 

 

 

ご自身のカルテ情報等を利用されたくない場合、あるいはご質問がある場合には、以下の連絡先

までご連絡ください。 

利用されたくない旨のご連絡をいただいた場合は、研究に用いられることはありません。 

ただし、ご連絡いただいた時点で、既に研究結果が論文などで公表されていた場合、結果などを

廃棄することができないことがありますので、ご了承ください。 

 

 埼玉医科大学総合医療センター 産婦人科 

  相談窓口担当者：長井 智則 

  住所：〒350-8550 埼玉県川越市鴨田 1981 

  電話：049-228-3681（平日 9時〜17時）（産婦人科医局・直通） 

     049-228-3595（平日夜間、休日）（時間外受付・直通） 

 

 

お問い合わせについて 
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東海大学医学部付属病院 

電話：0463-93-1121（代表） 内線：5297 

研究責任者（代表者）：東海大学医学部専門診療学系産婦人科学 町田 弘子 

担当者・事務局 同上 

 

 

〇研究課題名：進行卵巣非漿液性癌における術前化学療法とインターバル腫瘍減量手術療法の有効

性についての全国実態調査研究 

〇研究代表者：東海大学医学部専門診療学系産婦人科学 町田 弘子 

〇当施設での責任者：埼玉医科大学総合医療センター 産婦人科 教授 長井 智則 

 


